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本年（2018）6 月 16 日から 18 日、中国雲南省普洱（プーアル）市で開催された「中国
高齢者保健医学研究会全国大会－高齢者医療サービスと標準化シンポジウム－」に主催者
から要請を受けて、以下に述べる内容の報告を行った。 
 大会の主なプログラムは、１．総会（17 日）、２．シンポジウム（17 日、高齢者保健に
関する基準制定について）、３．国際学者（米、日、欧）（18 日）によるプレゼンテーショ
ン、４．交流会での意見交換（18 日）であった。筆者は、帰国日程の関係で 18 日午後の
４のプログラムに参加せず、午前の報告終了後直ちに帰国の途についた。18 日に開催され
たプログラム３の報告者は、下記のとおりである。 
  唐振興（全国老齢工作委員会局長） 
   「中国高齢健康サービスの方向として標準化されるサービスの実施」 
  張鉄梅（国家衛生部北京老年医学研究所研究員元副所長） 
   「高齢健康サービスに関する考え」 
  山路克文（鈴鹿大学こども教育学部教授） 
   「「日本の医療・福祉（介護）制度の変遷－『入院医療』から『在宅医療』＝『地域
包括ケア』の標準化への課題」 
  遊佐敏彦（奈良県立医科大学講師） 
   「日本における医療都市の構想と実践」 
  武亮（北京小湯山病院 院長助手） 
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   日本の現状をまず、人口ピラミッドからその特徴を説明し、次に日本の社会保障費
用について、国家予算を超える現状について論じた。 
３．日本の医療制度・医療保障制度 
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   主催者側から事前にいくつかの質問をいただいていた。 
  １）日本の医療・福祉制度の不備について 








  ２）認可基準の厳格化について 






  ３）行政指導 
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  ４）地域差の解消 
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